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「ドレブリン減少 Loss of drebrin」（KE2078）を学習記障害（AO341）の新しいキーイベントとして提案

神経細胞死がなくても、樹状突起スパイン数の減少や形態異常で学習記憶障害がおきる。
樹状突起スパインの形成・維持・可塑性はアクチン細胞骨格ドレブリン発現に依存している。
ドレブリンは、樹状突起スパイン数を反映する、ヒト外挿性のバイオマーカーである。
ドレブリン発現量は免疫細胞化学やELISAで定量的に測定可能である。



新アプローチ：細胞死を伴わないシナプス機能不全を捉える







ドレブリンの定量的計測法：SynaptoxDC法とSyncheck
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１．培養神経細胞の免疫細胞染色でドレブリンクラスター数とクラスターの輝度分布で解析する。
２．標本に含まれるドレブリンタンパク質をELIAS法で測定する。
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第１４期研究課題の目標

ドレブリンを指標とする日本発NAMの国際標準化の実現と
OECD TG・IATAへの展開

分子・細胞レベルでシ
ナプス機能障害と学
習・記憶障害リスクを
客観的に評価できる
NAMを確立

ドレブリンを指標とす
る日本発NAMの国際標
準化を実現し、OECD
TG・IATAへの展開
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